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高津川水系大規模氾濫時の減災対策協議会



１．はじめに
協議会設立の背景等や課題、取組の概要を記載

２．本協議会の構成員

高津川流域に関係する益田市、島根県、気象庁、国土交通
省中国地方整備局の構成員を記載

３．高津川流域の概要と主な課題

河川の特徴、昭和１８年の災害、昭和４７年の災害、平成９
年の災害および現状と課題を記載
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●課題
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等が浸水リスクとして認識されていない。

４．現状の取組状況

○現状

・高津川において、想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域及び堤防が決壊した際の氾濫シ
ミュレーション結果を浜田河川国道事務所のホームページ等で公表している。

① 情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及
びタイミング』 『避難勧告等の発令基準』 『避難場所、避難経路』 『住民等への情報伝達
の体制や方法』 『避難誘導体制』
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●課題

・住民や企業が防災情報をもとに自ら判断し行う準備行動や避難行動を啓発するための防災教育が
不十分である。

・安全安心メールへの登録が、十分に住民に普及していない。
・災害情報について、外国人を対象とした多言語化への対応がされていない。

４．現状の取組状況

○現状

・基本的には、防災行政無線、緊急防災放送装置、広報車、ホームページ、携帯メール等の発信が主
として利用されている。

水位情報の提供

① 情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及
びタイミング』 『避難勧告等の発令基準』 『避難場所、避難経路』 『住民等への情報伝達
の体制や方法』 『避難誘導体制』
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●課題

・重要水防箇所等、洪水に対しリスクの高い箇所が多く、短時間で巡視を完了することが難しい。

・消防団員が水防団員を兼務しており、水防活動に関する専門的な知見等を習得する機会が少なく、
量的にも質的にも増加している作業を的確にできないことが懸念される。また、平日は仕事をされ
ているため、平日昼間の人員確保が難しい。

４．現状の取組状況
② 水防に関する事項
『河川水位等に係る情報の提供』 『河川の巡視区間』 『水防資機材の整備状況』 『市庁舎、
災害拠点病院等の水害時における対応』

○現状
・防災無線等により水防団へ情報提供を行い、巡視を行っている。
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●課題

・樋門等の修繕に対しての予算対応が難しい。
・排水施設、排水作業状況等の情報が関係機関で共有されていない。
・樋門操作員の高齢化が進んでいるため、操作員の確保等の対策が必要である。

４．現状の取組状況
③ 氾濫水の排水、施設運用に関する事項
『排水施設、排水資機材の操作・運用』

○現状
・操作要領等により操作を実施している。
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平成１８年７月 南田川水門 排水ポンプ車稼働状況 後川第１排水樋門・後川第２排水樋門



●課題
・昭和１８年７月洪水と同規模の洪水で、家屋浸水などの被害が発生する恐れがある。

４．現状の取組状況
④ 河川管理施設の整備に関する事項
『洪水を安全に流すためのハード対策の推進』

○現状
・河川整備計画に基づき、高津川改修により流下能力確保のための河床掘削を行っている。
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当面５年の整備箇所

河成地区



■５年間で達成すべき目標

急激な水位上昇などの河川特性や氾濫水が広範囲に広がる
平野部等の氾濫特性などを踏まえ、発生しうる大規模氾濫時に
おいて、 「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
②氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動
③浸水を一日も早く解消するための排水対策

５．減災のための目標
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※大規模氾濫・・・・・想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水氾濫
※逃げ遅れ・・・・・立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れた状態



６．概ね５年で実施する取組

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
■洪水を安全に流すためのハード対策の推進
・高津川改修

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備
・避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上

■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図及び新たに設定された家屋倒壊等氾濫想定区域に基
づく避難計画の見直し
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく避難勧告等を発令する範囲の見直し

・洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支
援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供
・夜間、荒天時における避難勧告等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討

・高津川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想
定した自衛水防の講習会や訓練の実施

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸水想定区域内
の各戸・事業所へ配付
■多様な防災活動を含むタイムラインの作成
・河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス、道路管理者等と連携したタイムラインの拡充
・避難勧告に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合防災訓練の実施

■防災教育や防災知識の普及
・高津川本川において、堤防の越水時や決壊時における流水の破壊力に関するイメージ動画の作成・公開
・「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知
・小中学校などと連携した高津川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実
・住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防災教育の実施
・スマートフォン等によるプッシュ型の洪水情報発信
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６．概ね５年で実施する取組

②氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上(再掲）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化
・消防団員と兼務する水防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施

・高津川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について消防団員と兼務する水防団員や地域住民が
参加する合同点検を実施
・水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合防災訓練と合わせて、水防専門家を講師とした講習会を実施
・備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における広域的な相互支援方法の確認
・市庁舎の水害時における対応について、業務継続計画を策定
・樋門操作に関する人員の確保と操作訓練の実施

③浸水を一日も早く解消するための排水対策

■ 避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・高津川改修（再掲）

・樋門等の修繕計画を作成し、計画的に予算を確保し修繕を実施

■ 排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

・排水施設の情報共有、排水手法の検討を行い、大規模水害を想定した排水計画（案）の作成
・排水計画に基づく排水訓練の実施
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
③浸水を1日も早く解消するための排水対策
洪水を安全に流すためのハード対策の推進

○高津川改修 【順次実施：中国地整】

○流下能力が著しく不足している、あるいは
漏水の実績があるなど、優先的に整備が必
要な区間約1.5㎞について、平成３２年度を
目途に浸透対策などの対策を実施。
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浜田河川国道事務所ＨＰ

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
②氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動
避難行動、水防活動等に資する基盤等の整備

○避難行動等に資する情報提供設備の整備及び水位予測の精度向上 【H31年度：中国地整】

11

洪水予報の発表例

洪水予測の
精度向上

カメラ映像と水位状況同時に表示するなど、分かり易い
情報提供を実施



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく

ハザードマップの作成・周知等
○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表 【H28年から検討実施：島根県】
○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図及び新たに設定された家屋倒壊等氾濫想定区域に基づく避難計画

の見直し 【H30年度：益田市】
○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく避難勧告等を発令する範囲の見直し 【H30年度：益田市】
○洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支援や定住外
国人、観光客等を対象とした避難情報の提供 【H29年度から順次実施：益田市】

○夜間、荒天時における避難勧告等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討 【H30年度：益田市】
○高津川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛水
防の講習会や訓練の実施 【H29年度から定期的に実施：協議会全体】

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸水想定区域内の各戸・事
業所へ配付 【H31年度：益田市】

想定最大規模降雨の洪水浸水想定区域図計画規模降雨の洪水浸水想定区域図
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①住民自らが危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
多様な防災活動を含むタイムラインの作成

○河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス、道路管理者等と連携したタイムラインの拡充
【H30年度：協議会全体】
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気象台・国土交通省から関
係機関へのホットラインを
盛り込んだ訓練の実施

○避難勧告に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合防災訓練の実施
【H29年度から定期的に実施：協議会全体】
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①住民自らが危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
多様な防災活動を含むタイムラインの作成

関係機関

気象台
国土交通省



○高津川において、堤防の越水時や決壊時における流水の破壊力に関するイメージ動画の作成・
公開 【H29年度：中国地整】

○「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知
【H28年度から定期的に実施中：中国地整】

○小中学校などと連携した高津川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実
【H29年度から順次実施：協議会全体】

○住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防災教育
の実施 【H29年度から定期的に実施：協議会全体】

○スマートフォン等によるプッシュ型の洪水情報発信 【H28年度から検討実施：中国地整】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
防災教育や防災知識の普及
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放送画面

ＮＨＫデータ放送の例 スマートフォンとによるプッシュ型の洪水発信



○消防団員と兼務する水防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施及び人員の確保
【H28年度から定期的に実施中：益田市】

○高津川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について消防団員と兼務する水防団員や地域
住民が参加する合同点検を実施 【H28年度から定期的に実施中：益田市、中国地整】

○水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合防災訓練と合わせて、水防専門家を講師とした講習
会を実施 【平成29年度から定期的に実施：協議会全体】

○備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における広域的な相互支援方法の確認
【H28年度から定期的に実施中：益田市、島根県、中国地整】

○市庁舎の水害時における対応について、業務継続計画を策定 【平成28年度：益田市】
○樋門操作に関する人員の確保と操作訓練の実施

【H28年度から定期的に実施中：益田市、中国地整】

②氾濫特性を踏まえた効果的な水防活動
水防活動の効率化及び水防体制の強化

消防団員と兼任する水防団員、住民との共同点検の実施 16

【益田市内田・市原地区での共同点検の実施状況(H27.12）】 【樋門操作説明会状況（H26.5益田市)】

樋門操作に関する人員の確保と操
作訓練の実施



○ 排水施設の情報共有、排水手法の検討を行い、大規模水害を想定した排水計画（案）の作成
【H30年度：益田市、島根県、中国地整】

○ 排水計画に基づく排水訓練の実施 【H31年度から定期的に実施：益田市、島根県、中国地整】

③浸水を一日も早く解消するための排水対策
排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

排水施設の情報提供、ポンプ車の的確な設置場所・ルート、必要な排水量（台数）、浸水エリア
等の基礎的情報の入手方法を事前に計画し、緊急時の早急な対応を可能にする

排水ポンプ車

排水ポンプ車排水訓練状況
(平成28年6月、高津川左岸（益田市高津町）)

排水ポンプ車運転状況
（平成25年7月出水、南田川水門付近）
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７．フォローアップ

各構成機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画等に
反映することによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に実施することとする。

今後、毎年出水期前に協議会を開催し、各取組に対する進捗状況を確認するとともに、
必要に応じて取組方針の見直しを行う。

また、実施した取組についても訓練・防災教育等を通じて習熟、改善を図るなど、継続的
にフォローアップを行うこととする。
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Ｐ：取組方針の策定
Ｄ：各構成機関で取組実施

Ｃ：フォローアップ
Ａ：必要に応じて見直し


